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市政だより

昭和56年3月1日 No.915 

人口の動き

2 月 1 日現在

人口計 65，908 + 95 
男 31，679+ 35 
女 34，229+ 60 
世帯数 18，892 + 31 
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事イスで
第4回市民駅伝大会が2月11目、入国者収容所周囲

コースで約1.200人が参加して行われました。

今回は国際障害者年にふさわしく、長崎車椅子パス

尾事宏走 ノ ケットボーJレクラプが駅伝にオープン参加、また、大

村パーノレハイムの男女5人も小学生に交じって2キロ

市民駅伝大会に10人参加 ロードレースを見事完走し、そのひたむきな批市民

から盛んな拍手がわいていました。
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毎月1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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(2) りおおむ市政だより

安い掛金・手続きが簡単

“市民~通傷害保険"受付中
2ロ加入で大きな保障=最高160万円

現
在
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
有
効

期
限
が
三
月
三
十
一
日
で
終
了
し

ま
す
の
で
、
新
年
度
の
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
市
内
で
二
百
十

九
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
二
百
八
十
六
人
が
負
傷
し
、

三
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
一
家
の
柱
を
、
ご

家
族
を
予
告
な
し
に
お
そ
っ
て
き

ま
す
。乙
う
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故
に

昭和56年3月1日
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寸一一-4
/
一〆
話

/
i
fレ
，

一

文

化

基

金

に

寄

付

一

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一

一
長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
こ
の
よ
う
な
ど
好
意
は
、
乙
一

一
式
会
社
(
松
田
園
尚
己
社
長
)
は
れ
か
ら
の
文
化
都
市
・
大
村
の
一

一
文
化
振
興
の
た
め
に
と
三
百
万
発
展
に
大
き
な
力
と
な
る
乙
と
一

一
円
を
文
化
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
で
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ど
ざ
一

一

し

た

。

い

ま

し

た

。

一

※ 

あ
っ
た
方
々
の
救
済
は
市
民
の
総

力
で
ー
ー
と
い
う
皆
さ
ん
の
願
い

の
も
の
に
誕
生
し
た
の
が
、
乙
の

市
民
交
通
傷
害
保
険
で
す
。

掛
金
が
安
く
保
険
金
請
求
も
簡

単
な
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
、
家

族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

〔
申
込
方
法
〕

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま
す

申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入

押
印
し
、
保
険
料
(
掛
金
)
を
添

え
て
町
内
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

場
合
は
町
内
会
長
さ
ん
に
、
個
人

で
申
込
ま
れ
る
場
合
は
直
接
生
活

環
境
課
ま
た
は
出
張
所
へ
お
申
込

み
下
さ
い
。
な
お
、
極
力
町
内
ぐ

る
み
加
入
さ
れ
る
よ
う
取
り
ま
と

め
方
を
町
内
会
長
さ
ん
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

〔
掛
金
〕

一
口
四
百
八
十
円
で
、
一
人

口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

〔
保
険
金
〕

五
千
円

t
八
十
万
円
ま
で
、
ニ

ロ
加
入
の
場
合
は
そ
の
倍
額
支
払

わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
申
込
用
紙
つ
き
の
チ

ラ
シ
を
ど
覧
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

天

正

遣

欧

少

年

使

節

@
記
録

。
伊
東
マ
ン
シ
ョ

伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は
、
大
友
宗

麟
の
名
代
と
し
て
、
ま
た
一
行

の
正
史
と
し
て
派
遣
聞
に
加
わ

り
ま
し
た
。
時
に
十
五
歳
、
中

浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
と
も
に
四
人

の
中
で
は
最
年
長
者
で
し
た
。

一
五
八
五
年
〈
天
正
十
三
)
に

イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ

l
ニ
ア
を
訪

れ
た
際
、
当
地
の
「
元
老
院
日

記
」
は
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
乙
と

を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す

ド
ン
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
臼

向
王
の
孫
、
同
国
都
於
郡

生
ま
れ
、
修
理
一
売
の
子
、
-

豊
後
国
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

(
大
友
宗
麟
)
の
使
節
、

十
八
歳

乙
れ
に
よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ヨ

ト
ノ
コ
ウ
リ

は
日
向
園
都
於
郡
、
現
在
の
宮

崎
県
西
都
市
大
字
鹿
野
田
に
伊

東
修
理
一
売
の
息
子
と
し
て
生
ま

れ
た
乙
と
が
わ
か
り
ま
す
。
幸

い
に
父
修
理
亮
が
、
自
分
の
息

子
達
の
無
事
息
災
を
祈
願
し
て

薬
師
堂
の
天
井
に
そ
の
名
前
を

書
い
て
奉
納
し
た
も
の
が
、
宮

崎
県
の
八
代
村
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
虎
松
、
虎
千
代

麿
、
虎
次
良
麿
、
虎
亀
麿
の
四

名
の
男
児
の
名
前
が
見
う
け
ら

れ
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
が
ど
の
人

物
に
あ
た
る
か
は
明
白
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
虎
千
代
麿
に
あ

た
る
公
算
が
大
き
い
と
い
わ
れ

ま
す
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

マ
ン
シ
ョ
が
、
大

友
宗
麟
の
使
節
と
な

っ
た
の
は
宗
麟
と
血

縁
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
も
そ
の
理
由
の
一

つ
と
い
わ
れ
ま
す
が

両
者
の
関
係
を
系
図

に
示
す
と
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

④ 

伊 「ム寸

東女大
義|友
祐|宗
「ムi 麟

伊 町義ー阿
東-r-上益喜
修伊
理東
亮マ
ン
シ'
ヨ

宗
麟
か
ら
い
え
ば
マ
ン
シ
ヨ

は、

J
f小
麟
の
妹
の
娘
・
阿
喜

多
の
夫
・
伊
東
義
益
の
さ
ら
に

妹
の
町
上
の
息
子
'
と
い
う
、

舌
を
か
む
よ
う
な
間
柄
で
し
た

乙
の
よ
う
な
関
係
か
ら
大
友
宗

麟
が
、
マ
ン
シ
ョ
の
こ
と
を
熟

知
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん。
マ
ジ
シ
ョ
が
キ
リ
ス
ト
教
と

の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
く
の

は
、
む
し
ろ
宗
麟
と
の
関
係
と

い
う
よ
り
も
、
府
内
(
大
分
)

で
ペ
テ
ロ
・
ラ
モ
シ
神
父
と
出

会
い
、
当
時
新
設
さ
れ
て
い
た

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
(
神
学
校
)

に
神
学
生
と
し
て
入
校
し
た
の

が
、
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り
で

し
た
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

下
水
道

※ 

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

に
お
ど
か
し
た
り
、
い
じ
め
た

り
し
な
い
で
下
さ
い
。

@
飼
い
犬
は
家
族
に
は
よ
く
服
従

し
ま
す
が
、
知
ら
な
い
人
に
は

警
戒
心
が
強
く
お
そ
い
か
か
る

乙
と
も
あ
り
、
ま
た
、
ナ
ワ
パ

リ
の
中
に
入
る
と
ひ
ど
く
怒
る

乙
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。

@
犬
は
走
る
も
の
を
追
い
、
か
み

つ
く
習
性
を
も
っ
て
い
る
の
で

犬
に
出
会
っ
た
ら
犬
の
顔
を
に

ら
み
な
ら
が
そ
っ
と
遠
ざ
か
っ

て
下
さ
い
。

@
食
事
を
し
て
い
る
と
き
や
子
ど

も
を
産
ん
だ
後
は
、
頭
を
な
で

た
り
、
子
ど
も
を
さ
わ
っ
た
り

だ
い
た
り
す
る
と
か
み
つ
く
乙

て
い
ま
す
。

年
金
額
は
、
物
価
の
上
昇
な
ど

に
合
わ
せ
て
毎
年
増
額
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
国
民
年
金
の
給
付
費
は

被
保
険
者
が
納
付
す
る
保
険
料
の

積
立
金
と
国
庫
金
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
て
お
り
、
国
民
年
金
の
健
全
な

財
政
を
保
つ
た
め
、
年
金
額
の
引

上
げ
に
伴
い
保
険
料
の
額
も
引
上

げ
る
必
要
が
あ
り
、
四
月
か
ら
月

額
三
千
七
百
七
十
円
が
四
千
五
百

円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
し
て

い
ま
す
と
障
害
年
金
や
母
子
年
金

が
、
ま
た
、
将
来
老
令
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
険
料

は
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

?日;ii「保険料が | 
目 . 目

口つ、長l' 4月から4，500円!こ」

ス
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の

不

、、、、、

駆

除

を

/

つ

せ

ν、

レミ

市
は
、
ネ
ズ
ミ
の
い
っ
せ
い
駆

除
推
進
に
あ
た
っ
て
、
町
務
連
絡

員
を
通
じ
て
殺
そ
剤
の
あ
っ
旋
を

行
い
ま
し
た
が
、
乙
の
時
期
に
駆

除
を
行
う
と
非
常
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
は
一
年
を
通
じ
生
息
し

て
い
ま
す
が
、
ネ
ズ
ミ
の
被
害
を

大
別
す
る
と
衛
生
的
な
害
と
経
済

的
な
害
と
に
分
け
ら
れ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

前
者
は
か
ま
れ
て
感
染
、
排
せ

っ
物
か
ら
感
染
、
外
部
寄
生
虫
を

介
し
て
媒
介
さ
れ
る
、
ネ
ズ
ミ
か

ら
伝
染
す
る
寄
生
虫
病
の
被
害
な

ど
で
、
後
者
は
農
業
、
畜
産
、
鶏

舎
、
家
屋
、
商
品
、
食
品
な
ど
の

広
範
囲
に
わ
た
る
被
害
で
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
を
考
え
て
み
ま

す
と
ま
さ
に
恐
し
い
害
獣
と
も
い

う
べ
き
媒
介
動
物
で
す
。
す
で
に

殺
そ
剤
を
購
入
さ
れ
た
方
は
適
当

な
と
乙
ろ
に
配
置
し
駆
除
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
は
隣

ぐ
る
み
で
実
施
す
る
と
よ
り
効
果

が
あ
り
ま
す
。
毒
薬
を
食
べ
た
ネ

ズ
ミ
は
視
力
が
衰
え
、
動
作
が
に

ぷ
く
な
り
明
る
い
と
乙
ろ
へ
出
て

中
毒
死
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
ま
た
は

町
務
連
絡
員
へ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

下
さ
い
。

@
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で

必
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て
下
さ
い

※
犬
の
苦
情
・
相
談
な
ど
は
大
村

保
健
所
(
曾
③
|
一
一
一
九
三
)

ま
た
は
市
生
活
環
境
課
へ

国民年金

O 

O 

O 

小
・
中
学
校
入
学
遺
児
に

祝

金

を

差

し

上

げ

ま

す

遺
児
の
入
学
を
祝
い
健
全
な
育

成
を
願
っ
て
、
小
学
校
・
中
学
校

に
入
学
す
る
児
童
に
対
し
祝
金
三

千
円
を
差
し
上
げ
ま
す
。
該
当
す

る
児
童
の
保
護
者
は
福
祉
課
に
申

請
し
て
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
児
童

・
父
母
の
婚
姻
解
消
に
よ
り
父
ま

た
は
母
に
養
育
さ
れ
て
い
る
児

童
-
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

.
父
ま
た
は
母
が
廃
疾
の
状
態
に

あ
る
児
童

-
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

-
父
ま
た
は
母
に
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

-
父
ま
た
は
母
が
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

-
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

支
給
要
件
市
内
に
住
所
を
有
す

る
遺
児
で
小
学
校
・
中
学
校
に

入
学
す
る
児
童

申
請
期
間
三
月
一
日

t
三
十
一

日
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の
住
民
票
と

う
本
、
印
か
ん
、
保
護
者
の
預

金
口
座
番
号
ほ
か

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

り

な
お
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
に
つ
い
て

は、

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ

おおむ

く〉

O 

O 

注

意

を

ノ

犬

必
ず
つ

な

ぎ

ま

し

ょ

う

一

国

民

年

金

保

険

料

の

一

一

納

付

済

証

明

に

つ

い

て

一

一
所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
の

年

金

の

記
号
番
号
か
納
入
領
収

一

一
申
告
に
保
険
料
の
納
付
済
証
明
証
書
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
一

一
書
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

市政だより

一
一
月
上
旬
、
竹
松
で
小
学
四
年

生
が
野
犬
に
腕
を
か
ま
れ
七
針
縫

う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
犬
の
事
故
が
多
発

す
る
季
節
で
す
。
各
家
庭
で
も
次

の
乙
と
を
十
分
注
意
し
て
犬
に
よ

る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

@
犬
は
肉
食
動
物
の
特
性
を
も
ち

自
分
の
ナ
ワ
パ
リ
を
も
っ
て
お

り
、
子
を
守
り
育
て
る
母
性
本

能
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

危
険
や
お
そ
れ
を
直
感
す
る
と

逃
げ
て
身
を
守
る
か
、
逆
に
攻

撃
に
転
じ
る
か
す
る
の
で
、
急

(3) 
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注
射
と
検
診

昭和56年 3月1日
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-1歳
6
カ
月
児

健

康

診

査

対句
象

昭
和
五
十
四
年
八
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
周
年
三
月

t
七
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
三
月
十
日
、
十
三
日

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上
、
必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。(
生
活
環
境
課
)

-
循
環
器
検
診
の
結
果

一
月
下
旬
に
行
い
ま
し
た
循
環

器
検
診
の
結
果
は
、
二
月
末
ま
で

に
通
知
の
乙
な
か
っ
た
人
は
異
常

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一

一

談

一

¥

ぷ

恥

引

U
1引
l
f
一

一

一

一

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

，

一

↑

椙

一

ぬ

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

t

E

-

「

i
し

i

l

l

i

t

-

-

l

i

l

-

-

1

1

1

-

r河
川
相
談

一

一

法
律
相
談

一

一

-

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

(

毎

月

第

三

水

曜

日

)

-

一

日

時

三

月

十

二

日

日

時

三

月

十

八

日

一

一
午
前
九
時
三
十
分

t
正

午

午

前

十

時

t
午
後
三
時

-

一
一
登
記
相
談
一

…

一

交
通
事
故
相
執
)

-

一

(

毎

月

第

二

金

曜

日

)

(

毎

月

第

四

火

曜
日
)
一

一

日

時

三

月

十

三

日

日

時

三

月

二

十

四

日

一

一
午
前
九
時
三
十
分

t
正

午

午

前

十

時

t
午
後
三
時
一

※ 

四
季
の
花
で

心
が
な
ご
む

講

A

一
A

習

-
何
ミ
リ
映
写
機
操
作

技
術
認
定
講
習
会

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は

四
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
技
術
認
定

講
習
会
を
聞
き
ま
す
。
終
了
者
に

は
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
技
術
認

定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
乙
れ

が
あ
れ
ば
フ
ィ
ル
ム
、
映
写
機
を

無
料
で
使
え
ま
す
。
(
営
利
的
な

場
合
を
除
く
)

子
供
会
や
育
友
会
な
ど
の
活
動

に
大
変
効
果
的
で
す
。

日
時
三
月
十
二
日
、
十
三
日

午
後
六
時

t
九
時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員
四
十
人

受
講
料
無
料

申
込
先
受
講
希
望
者
は
電
話
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
雷

④
|
三
一
六
一
)
へ

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。
-
高
令
者
教
室

毎
月
一
回
集
ま
り
、
変
化
す
る

社
会
や
老
後
の
心
が
ま
え
に
関
す

る
話
し
を
聞
い
た
り
、
映
画
を
見

て
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
よ
り
よ

い
老
後
の
生
活
に
つ
い
て
学
習
し

ま
す
。

期

間

四

月

t
来
年
三
月
ま
で

(
月
一
回
、
午
後
一
時
三
十
分

t
三
時
三
十
分
ま
で
の
予
定
)

場
所
中
央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

学
習
内
容
受
講
者
の
希
望
を
聞

き
、
受
講
者
を
代
表
す
る
運
営

委
員
会
で
検
討
し
て
決
め
る
。

対

象

高

令
者

(
六
十
歳
以
上
)

定
員
五
十
人
(
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
切
り
ま
す
)

受
講
料
無
料

申
込
先
中
央
公
民
館
(
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
、
富
④
!

一
一
一
一
ム
ハ
一
)

-
婦
人
の
健
康
管
理
講

座ど婦
人
の
皆
さ
ん
、
健
康
管
理

は
十
分
に
で
き
て
い
ま
す
か
。
県

佐
世
保
労
政
事
務
所
で
は
、
「
婦

人
の
健
康
管
理
」
と
題
し
て
婦
人

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
お
で
か
け

下
さ
い
。

日
時
三
月
十
一
日
、
午
後
一
時

t
三
時
ま
で

場

所

勤

労
青
少
年
ホ
l
ム
(
福

祉
セ
ン
タ
ー
三
階
)

講

師

大

村
保
健
所
長

福
田
通
男
先
生

受
講
料
無
料

(
勤
労
青
少
年
ホ

1
ム
)

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一

国

際

障

害

者

年

一

一

s完
全
参
加
と
平
等

s

一

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一

。

心

身

障

害

者

扶

養

給

付

(

年

金

)

加

入

者

が

死

一

一

共

済

制

度

亡

ま

た

は

廃

疾

に

な

っ

た

場

一

合
、
残
さ
れ
た
子
供
さ
ん
の
一

一
乙
の
制
度
は
、
体
の
不
自
由
生
存
期
間
中
、
月
に
一
口
一
一
一

一
な
方
や
知
恵
お
く
れ
の
子
供
さ
万
円
の
年
金
を
支
給
一

一
ん
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
万
一
な
お
、
四
月
一
日
で
六
十
五
一

一
の
こ
と
が
生
じ
た
場
合
に
、
そ
歳
と
な
る
人
(
大
正
四
年
四
月
一

一
の
残
さ
れ
た
方
や
子
供
さ
ん
の
二
日

I
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
一

一
生
活
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に
生
ま
れ
た
人
)
は
最
後
の
機
会
一

一
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
と
な
り
ま
す
。
三
月
三
十
一
日
一

一
加
入
資
格
川
体
の
不
自
由
な
ま
で
に
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
一

一

方

や

知

恵

お

く

れ

の

子

供

さ

て

下

さ

い

。

一

一

ん

を

扶

養

し

て

い

る

人

※

詳

し

く

は

福

祉

課

へ

一

一

ω六
十

五

歳

未

満

の

人

(

四

月

一

一

一

日

現

在

〉

的

ゴ

ィ

↓

斗

|

|

寸

イ

一

留
一
〕
一
r
t
i
f
f
f
f
F
二

一
一
間
加
入
し
よ
う
と
す
る
人
が
健
河
川
市
一側

面

則

一則
一

m一側
一則一一

一
康
な
状
態
に
あ
る
こ
と

一む

L
L
L
L
7
h
v
L
7
L一
一

一
掛
金
(
二
口
ま
で
加
入
で
き
!
一
(
一恥
一
三

H
7
7
7
一
三

一
る
〉
別
表
の
と
お
り
で
、
低

AZE凶
叫
E
E凹
E
E
一

一

所

得

者

に

一日
一
叩
一
釦
一
叩
一mω
一叩
一
叩
一
加
一
一

一、M
M
Y
は
掛
金
援
一
山
豆
斗
川
一泊

中

叩

一

三

一

ず

y

F
助
が
あ
り
掛
工

川

τττrrμ
ぃ
一

-

E

回
J
V
て
ま
す

一合
一満
一歳
一歳
一
歳
一
歳
一
歳
一歳
一
一

圃也、
F

.

一陸
一表
面
一

M
一
的
一
日
一回
一回
一
-

一

・

‘

司

、

4

一
一
七
一
~
一
~
一
~
一
~
一
~
一
~
一
a

・

4

-

一
手
一
歳
一
歳
一
長
一
歳
一
長
一最
長
一
-

一

duuu号
、

一

年

一
出
盟
喧
一
例
扇
雨
戸
町
一
一

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)
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募

集

-
身
体
障
害
者
授
産
施

設
「
常
明
圏
」
入
所
生

身
体
障
害
者
授
産
施
設
「
常
明

園
」
が
四
月
一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
が
、
入
所
生
を
募
集
し
ま

す。定
員
五
十
人

授
産
科
目
陶
芸
、
機
棋
部
品
組

立
、
木
工
、
園
芸

入
所
資
格
・
十
八
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
で
働
く
意
志
の
あ
る

人
(
特
に
視
力
障
害
者
で
ハ
リ

キ
ュ
ゥ
、
あ
ん
ま
の
三
療
の
資

格
が
と
れ
ず
に
実
社
会
で
自
立

困
難
な
方
や
中
途
失
明
者
を
積

括
的
に
受
ス
れ
ま
す
)
障
害
の

りおおむ市政だより(5) 

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

程
度
や
重
複
は
聞
い
ま
せ
ん
。

.
伝
染
性
疾
患
を
有
し
な
い
方

※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
直
接

常
明
園
(
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町

中
岳
郷
田
一
七
宮
東
彼
杵
@

|
二
一
一
一
一
一
九
)
へ

-
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団

員グル
ー
プ
活
動
の
中
で
楽
し
み

な
が
ら
社
会
性
を
養
い
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
、
将
来
よ

き
社
会
人
と
な
る
少
女
を
育
て
る

乙
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
今
春
一
年
生
の
少
女

人

員

十

人

申
込
先
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

学
校
名
、
電
話
番
号
、
保
護
者

名
を
書
い
て
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

長
崎
県
第
七
団
(
松
並
一
丁
目

、、f.

、¥，.

¥1.‘'  
C1 -( 

、、f. 司司匂』田圃， 司-

、‘'・

す

二
四
六
!
五
、
中
地
区
公
民
館

内
)

申
込
締
切

一
月
十
五
日

(
社
会
教
育
課
)

-
大
村
建
築
高
等
職
業

訓
練
校
・
長
崎
建
築

技
術
専
門
学
校
大
村

分
校
生
徒

募
集
人
員
・
修
業
年
限

〔
建
築
課
〕
二
十
人
、
二
年
(
毎

週
土
曜
日
の
昼
間
)

〔
左
官
科
〕
十
人
、
二
年
(
毎
週

土
曜
日
の
昼
間
)

〔
建
築
製
図
科
〕
二
十
人
、
二
年

(
週
二
目
、
月
、
火
曜
日
の
夜

間
)

募
集
期
間
三
月
三
十
一
日
ま
で

※
詳
し
く
は
大
村
建
築
高
等
職
業

訓
練
校
(
曾
@
l
八
三
八
五
)

T 

両
肩

、、，

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ

も

よ

お

し

圃
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

ま
つ
り

タ
学
び
の
成
果
を
ひ
ろ
う
4

ホ
ー
ム
を
利
用
し
学
ん
で
い
る

皆
さ
ん
が
、
そ
の
成
果
を
ひ
ろ
う

し
よ
う
と
「
ホ
l
ム
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
地
元
産
業
を
担
う

勤
労
青
少
年
の
理
解
と
ホ

i
ム
の

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
多
く
の
方
々
の
参
観
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
三
月
七
日
(
土
〉

展
示
H
午
後
一
時
I

演
技
H

午
後
六
時
三
十
分

t
八

時
三
十
分
ま
で

、、，.

，
 
‘
 
‘
 

1sJ 
、、'.

、‘"
、、f.

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
と
福

祉
セ
ン
タ
ー
二
階
「
さ
く
ら
荘
」

内
容
〔
展
示
〕
生
花
、
書
道
ぺ

ン
習
字
、
陶
芸
、
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
、
〔
演
技
〕
コ
ー
ラ
ス

き
も
の
着
付、

茶
道
、
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
〔
た
べ
も
の
コ
ー
ナ

ー
〕
料
理
生
徒

-
第
フ
回
ミ
ニ
個
展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
二
階

ロ
ビ

l
で
「
ミ
ニ
個
展
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

下
さ
い
。

展
示
作
品
彫
塑

長
崎
県
美
術
協
会
々
員

松
永
と
し
子
氏

三
月
二
日

l
二
十
八

展
示
期
間

日
ま
で

-
大
村
三
曲
協
会
創
立

問
周
年
記
念
邦
楽
演

奏
会三

月
十
五
日
(
臼
)

午
後

O
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内
容
三
絃
、
等
、
長
唄
、
尺
八

入
場
料
五
百
円

主
催
大
村
三
曲
協
会
、
市
音
楽

団
体
協
議
会

(
社
会
教
育
課
)

日
時

場
所

一
新
し
い
印
音
別
電
話
一

一

帳

を

配

布

一

一
三
月
一
日
発
行
の
五
十
音
一

一
別
電
話
帳
県
南
部
版
を
電
話
一

一
加
入
者
に
無
料
で
配
布
し
て
一

一
い
ま
す
。
三
月
十
日
頃
ま
で
一

一
に
配
布
を
完
了
す
る
予
定
で
一

一
す
。
な
お
、
北
部
版
は
希
望
一

一
者
に
電
話
局
の
窓
口
で
お
渡
一

一

し

し

て

い

ま

す

。

一

一
電
話
の
移
転
は
早
回
一

一

に

お

申

し

出

を

一

一
転
勤
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
一

一
混
ん
で
き
ま
す
。
早
自
に
お
一

一

申

し

出

下

さ

い

。

一

一
※
詳
し
く
は
大
村
電
報
電
話
一

一
局
(
雷
③
|
四
一
一
一
一
)
へ
一

-
ユ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ

第

6
回
演
奏
会

三
月
二
十
一
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館
ホ
l
ル

内
容
ピ
ア
ノ
、
声
楽
演
奏

入
場
料
五
百
円

主
催
ユ
ジ
ク
・
グ
ル
ッ
ペ

※
詳
し
く
は
ユ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ペ

の
一
ノ
瀬
さ
ん
(
曾
③
i
一
九

七
六
)
へ

日
時

(
社
会
教
育
課
)



(6) 

ス
ポ

i
ツ

り

-
第
4
田

市
民
駅
伝
大
会
成
績

おおむ

一
一
月
十
一
日
、
入
国
者
収
容
所

周
回
コ

l
ス
で
小
学
生
八
百
二
十

三
人
、
中
学
生
五
十
四
人
一
般
三

百
二
十
人
(
駅
伝
A
三
十
五
チ
ー

ム
、
駅
伝
B
二
十
九
チ
l
ム
)
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
般
駅
伝
A
〕
①
マ
ザ
l
グ
l

ス
②
大
村
消
防
岩
A
③
完
走
会
④

市
農
協
青
年
部
@
マ
リ
ン
ウ
ィ
ン

グ
@
鈴
田
青
年
団
|
区
間
賞

l

一
区
H

平
繁
則
(
マ
ザ

1
グ
1
ス
)

二
区
H

野
田
善
則
(
市
青
協
)
三

区
H

酒
井
澄
雄
(
マ
ザ
l
グ
l
ス
)
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四
区
H
森
岡
直
人
(
大
工
高
職
員
)

五
区
日
指
方
悦
郎
(
走
ろ
う
会
A
)

二
般
駅
伝
B
〕
①
大
村
部
隊
②

十
六
普
連
四
中
A
③
大
工
高
④
十

六
普
連
三
中
A
⑤
十
六
普
連
四
中

B
@
第
四
施
設
大
隊
|
区
間
賞

ー
一
区
H

豊
村
文
人
(
大
村
部
隊
)

二
区
H

瀬
崎
文
徳
(
十
六
普
連
三

中
A
)
三
区
H

犬
塚
三
杉
(
十
六

普
連
一
中
A
)
四
区
日
藤
田
吉
之

介
(
大
村
部
隊
)
五
区
H

山
本
良

臣
(
大
村
部
隊
)

〔
中
学
生
〕
①
河
野
博
(
玖
中
三

年
)
②
休
坂
勝
幸
(
西
中
一
年
)

③
中
川
内
武
(
西
中
二
年
)
④
菅

野
谷
正
則
(
郡
中
一
年
〉
⑤
中
川

内
茂
(
西
中
一
年
)
⑤
平
田
出

(
萱
中
一
年
)

〔
小
学
生
A
H
五
・
六
年
〕

①
橋
本
真
人
(
三
域
小
六
年
)
②

一
瀬
永
充
(
西
小
六
年
)
③
浦
田

嘉
明
〈
西
小
五
年
)
④
岩
本
憲
一

(
黒
木
小
六
年
)
⑤
田
崎
剛
(
大

小
六
年
)
@
中
尾
宣
仁
(
三
域
小

六
年
)

〔
小
学
生
B
H
三
・
四
年
、
中
学

生
以
上
全
女
子
を
含
む
〕

①
田
添
信
樹
(
萱
小
四
年
)
②
舘

幸
男
(
西
小
四
年
)
③
森
本
博
(
大

小
四
年
)
④
神
野
与
志
男
(
三
浦

小
三
年
〉
@
岩
坂
博
彦
(
三
城
小

四
年
)
@
中
川
内
清
子
(
大
国
高

二
年
)

〔
小
学
生
C
H
一
二
一
年
〕

①
近
河
正
憲
(
放
虎
原
小
二
年
)

②
東
政
洋
(
中
央
小
一
年
)
③
川

添
嘉
之
(
大
小
二
年
)
④
宮
園
清

(
大
小
二
年
)
⑤
柿
平
智
洋
(
萱

小
二
年
)
@
大
田
黒
聡
之
(
中
央

小
二
年
)

-
市
内
実
業
団
・
マ
マ

さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
成
績

二
月
一
日
、
市
民
体
育
館
で
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

〔
実
業
団
A
〕
①
小
川
縫
製
②
小

川
冷
熱
③
片
岡
ス
ポ
ー
ツ

〔
実
業
団
B
〕
①
西
山
ビ
ッ
グ
セ

ン
タ
ー
②
東
浦
病
院
③
大
村
ス
ポ

ー
ツ
社
、
松
田
水
産

〔
マ
マ
さ
ん
A
〕
①
福
田
ユ
リ
子

・
藤
崎
恵
美
②
中
村
マ
サ
・
市
川

弘
子
@
石
橋
ハ
ル
子
・
横
山
ヒ
ロ

子
、
牧
島
素
子
・
朝
永
ス
ミ
子

〔
マ
マ
さ
ん
B
〕
①
松
尾
千
津
子

一

こ

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

会

(

生

徒

十

三

人

)

演

芸

、

造

一

花
ほ
か
マ
萱
瀬
保
育
園
(
圏
一

母

チ

ト

)

五

万

円

マ

琴

岡

正

マ

横

田

肇

(

池

田

一

丁

目

)

四

一

一

香

典

返

し

敬

称

略

徳

(

武

部

郷

・

亡

父

富

市

)

十

千

三

百

三

十

六

円

児

二

十

七

人

〉

遊

戯

、

み

か

ん

一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

十

五

キ

ロ

マ

大

村

高

校

家

庭

一

一
マ
藤
崎
ム
ツ
(
上
小
路
・
亡
夫
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)
ク
ラ
ブ
(
陰
平
由
美
子
ほ
か
二
一

一
辰
一
〉
二
万
円
マ
森
ツ
不
マ
田
川
修
(
久
原
郷
・
亡
長
男
大
村
子
供
の
家
へ
四
万
六
千
四
十
人
)
コ
ー
ラ
ス
、
ゲ
l
ム

一

一

(

中

里

郷

・

亡

夫

義

夫

)

五

万

伸

穂

)

交

通

遺

児

へ

三

万

円

百

六

十

六

円

マ

九

州

マ

ジ

ッ

ク

ク

ラ

ブ

(

代

一

円
マ
工
藤
昭
嗣
(
久
原
郷
・

一

亡

三

男

寛

一

一

一

)

十

万

円

マ

一

一

-

蹟

寄

付

敬

称

略

清

和

国

へ

表

北

川

一

郎

)

マ

ジ

ッ

ク

、

菓

一

一

島

徳

一

(

杭

出

津

一

丁

目

・

亡

社

会

福

祉

協

議

会

ヘ

マ

県

立

ろ

う

学

校

専

攻

科

自

治

子

四

十

袋

一

-
田
中
和
子
⑨
茂
田
幸
子
・
古
賀

静
枝
③
相
良
洋
子
・
石
田
洋
子

そ

の

他

-
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
は
幻
固
ま
で

昭
和
五
十
六
年
度
固
定
資
産
税

の
課
税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
の
結
果
、
記
載
の

価
格
な
ど
に
不
服
が
あ
る
場
合
は

三
月
二
日

t
四
月
二
日
ま
で
の
聞

に
異
議
申
立
て
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

期
間
三
月
二
日

i
二
十
三
日

午
前
八
時
三
十
分

t
午
後
五
時

ま
で
(
日
曜
、
祭
日
及
び
土
曜

の
午
後
を
除
く
)

場
所
税
務
課

※
本
人
以
外
が
縦
覧
す
る
場
合
は

委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
を
持
っ

て
き
て
下
さ
い
。

(
税
務
課
)

-
市
立
図
書
館
が
休
館

市
立
図
書
館
は
、
ば
く
書
(
蔵

書
の
整
理
、
点
検
、
ヵ
l
ド
、
目

録
の
整
備
な
ど
を
行
う
)
の
た
め

次
の
期
間
休
館
し
ま
す
。
貸
出
し

中
の
図
書
は
お
返
し
下
さ
い
。

一

y
J

就
学
援
一

一

一

与

え

助

制

度

と

一

一-
-
-
4司A
，

，

一

=

舶

は

、

保

護

一

一

カ

助

者

が

病

弱

一

一

す

慢

で

あ

る

と

一

--0
・

uz子

-

一

ぺ

が

か

、

職

業

一

一

向

↓

が

不

安

定

一

一

f
ト

一

で

あ

る

な

一

a

ν

・

-

，

一

て

一

ど

の

経

済

一

一

f
i
-
-
¥

的
理
由
で
一

一
小
・
中
学
生
や
新
し
く
入
学
一

一
す
る
児
童
・
生
徒
に
義
務
教
一

一
育
を
受
け
さ
せ
る
乙
と
が
困
一

一
難
な
方
に
そ
の
事
情
が
好
転
一

一
す
る
ま
で
の
間
就
学
に
必
要
一

一
な
学
用
品
、
給
食
費
な
ど
の
一

一
援
助
を
す
る
制
度
で
す
。
一

一
乙
の
制
度
に
は
認
定
の
基
一

一
準
が
あ
り
、
関
係
者
の
意
見
一

一
を
聞
い
た
上
、
就
学
援
助
対
一

一
象
者
と
し
て
認
定
し
ま
す
の
一

一
で
、
援
助
を
希
望
さ
れ
る
万
一

一
は
、
遠
慮
な
く
学
校
、
ま
た
一

一
は
市
教
育
委
員
会
庶
務
課
へ
一

一

申

し

出

て

下

さ

い

。

-

一
※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
一

一

庶

務

課

へ

一

ま期
で間

三
月
十
五
日

l
二
十
五
日
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